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令和５年 飯田市教育委員会８月定例会会議録 

 

 

令和５年８月２５日（金） 午後 ３時００分開会 

 

 

    【出席委員】 

        教育長                熊谷 邦千加 

        教育長職務代理者           北澤 正光 

        教育委員               三浦 弥生 

        教育委員               上河内 陽子 

        教育委員               野澤 稔弘 

 

    【出席職員】 

        教育次長               秦野 高彦 

        学校教育課長             福澤 好晃 

        学校教育専門幹            今井 栄浩 

        生涯学習・スポーツ課長        伊藤 弘 

        文化財保護活用課長兼考古博物館長   宮下 利彦 

        市公民館副館長            上沼 昭彦 

        文化会館館長             下井 善彦 

        中央図書館長             瀧本 明子 

        美術博物館副館長兼歴史研究所副所長  牧内 功 

        学校教育課長補佐兼総務係長      櫻井 英人 

        学校教育課教育企画係長        倉田 奨 
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日程第１ 開 会 

○教育長（熊谷邦千加） それでは時間になりましたので、令和５年８月定例会を始めます。よ

ろしくお願いします。 

 

日程第２ 会期の決定 

○教育長（熊谷邦千加） それでは日程第２、会期の決定。８月定例会の会期を本日１日とさせ

ていただきますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

 

日程第３ 会議録署名委員の指名 

○教育長（熊谷邦千加） 日程第３、会議録の署名委員の指名。会議録署名委員を三浦弥生教育

委員さんにお願いをします。 

◇教育委員（三浦弥生） はい。 

○教育長（熊谷邦千加） よろしくお願いします。 

◇教育委員（三浦弥生） お願いします。 

 

日程第４ 会議録の承認 

○教育長（熊谷邦千加） 日程第４、会議録の承認。７月定例会の会議録をご覧ください。 

何かご意見があればお願いいたします。 

（「特にありません」との声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） ないということで伺いました。これで承認いただいたということで進

めてまいります。 

 

日程第５ 教育長報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 日程第５、教育長報告事項。 

それでは報告をいたします。 

最初にご報告、レジュメには書いてございませんが、上河内教育委員さんが保護者の立

場として大変貴重なご意見を賜っておりますけれども、任期が今年の 10 月８日までとなっ

ておりまして、その日をもってご退任ということになります。まだ 10 月８日までしばらく

ありますので、またお仕事を引き続きお願いするわけですけれども、議会で人事案件とし
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て公表というふうになってまいりますので、この場でご報告をさせていただきます。 

なお、後任には、飯田市の諏訪町にお住まいで、小学校・中学校の保護者でもある林 綾

子さんを議会の人事案として提案をしてまいる予定でございます。 

それからもう一つ今日は、机上に木製のＳＤＧｓバッチというのを配ってございますが、

ゼロカーボンシティで飯田市取り組んでおるわけですが、環境文化都市ということを昔か

ら大事にしているわけですけれども、この飯田市にある福祉事業者放課後デイの「丘のリ

ンゴ」の皆さんが、体験学習の場として間伐材を使ったＳＤＧｓのバッチを作成したとい

うことでございます。また、機会があるときに、ちょっと上着がないと付けられないと思

いますので、付けていただいて、ゼロカーボンシティの、あるいは環境教育等に関わる立

場として活用していただけるとありがたく思っております。 

それでは紙面で報告をさせていただきますので、資料をご覧ください。 

８月３日から６日については「いいだ人形劇フェスタ」が行われました。また、ぜひご

感想等を教えていただければなというふうに思います。 

久々に外国の韓国とか台湾の劇団もお呼びすることができたということでありました。

大変参加された劇団員の皆さんには「開いていただいてありがとう」というようなことを

私も何回もいただきました。 

この準備大変だったかと思うんですけれども、実行委員の皆さん、あるいは文化会館の

職員の皆さん方に感謝を申し上げたいなというふうに思っております。 

また、８月５日については「飯田りんごん」が、これまた昨年中止になりましたけれど

も、４年ぶりに行われました。コースを縮めたり参加数は 70 団体 3,600 人ということであ

りました。私、本部席にいましたけれども、大変大賑わいで昔を思い出すような感じをし

ておりました。 

３つ目は、飯田女子高校の進学コースＥクラスの三年生の探究活動の発表に呼んでいた

だいて行ってまいりました。 

そこにあるように、７つのテーマで、それぞれ７名の生徒が発表したんですけれども、

その中には高校を紹介するムトス推進委員会の協力を得ながらやったものも入っていて、

学校を売ろうって⑥番ですけれども、私、感心したのは、本当にまさに探究活動だなと。

一年生のときからテーマを持ってて、テーマが変わらない生徒もいるし、テーマが変わっ

ている生徒もいるんですけど、失敗経験をちゃんと発表していて、そこから学ぶのは非常

に大事だなというふうにも思いました。さすが高校生と思うところは、実際に企業に協力

したり信大へ行って自分で授業を受けてきたりとか、そういうような積極的に外へ出て、
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しかもプロや専門家に関わって事を実際に行っている。ボランティア的なことも含めて、

まさにこれは探究活動だなあっていうようなふうでありました。 

また、４つ目の伊勢市との交流、三遠南信交流、高校生カンボジアツアー、無事皆さん

行って帰ってきていただいて何よりだったなというふうに思いました。 

つい昨日は、三遠南信の中学生の交流の振り返りがオンラインで行われたんですけども、

参加した生徒の中で「今の飯田市はこんなんだからと思うのではなく、これからの飯田市

はどうなるのかとか、私たちが今これをしたら少しは変わるかもしれないと、前向きな見

方をできるようにしたい。地域のことを好きになれるような活動を行いたいと他県の人の

聞いて思った」。飯田市の子どもたちの特徴として最初はちょっと控えめ、だんだん慣れて

くると自分に積極的になれるっていう昔から変わっていないなというところはあるんです

が、他県の子どもたち、生徒と交流、また他国と交流するっていうことはやっぱりその地

を知ること、その地の人を知ることとともに自分のふるさとを知り、あるいは見直し、自

分自身を見直す機会になっているんだなということを改めて感じところでございました。 

報告事項につきまして何かご質問等ありましたら。 

よろしいでしょうか。 

（発言する者なし） 

○教育長（熊谷邦千加） ありがとうございます。 

 

日程第６ 議案審議（２件） 

○教育長（熊谷邦千加） それでは日程第６、議案審議は本日２件の議案についてのご審議をい

ただきます。 

 

議案第５３号 令和５年度飯田市就学援助費支給対象者（要保護及び準要保護児童生徒援助費補

助金関係）の認定について 

○教育長（熊谷邦千加） それでは議案第 53号、「令和５年度飯田市就学援助費支給対象者（要保

護及び準要保護児童生徒援助費補助金関係）の認定について」。 

福澤学校教育課長。 

◎学校教育課長（福澤好晃） それでは４ページ、議案第 53 号、令和５年度飯田市就学援助費支

給対象者の認定についてをお願いいたします。 

認定対象者につきましては、別紙でご用意させていただいたとおりでございます。それ

ぞれ記載いたしました認定要件にて、認定をいただけますようご提案を申し上げます。 
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以上、よろしくお願いいたします。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ただいま説明のありました議案第 53 号につきましてご審議をい

ただきます。 

ご質問、ご意見がありましたらお願いします。 

（「特にございません」との声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） それではご承認をいただいたということで次にいきたいと思います。 

 

議案第５４号 学校医の任命について 

○教育長（熊谷邦千加） 議案第 54 号、「学校医の任命ついて」。 

福澤学校教育課長。 

◎学校教育課長（福澤好晃） 議案第 54 号、学校医の任命についてでございます。 

５ページをお願いいたします。 

こちらは、学校保健安全衛生法第 23 条第１項及び同条第３項に基づき、竜丘小学校学校

医として横田 昌氏を任命したいとするものでございます。 

住所・備考欄の勤務先はご覧のとおりでございます。 

提案理由は、一般社団法人飯田医師会より学校医の交代による適任者として推薦があっ

たためでございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○教育長（熊谷邦千加） ただいま説明のありました議案第 54 号についてご審議をいただきます。 

ご質問、ご意見がありましたらお願いいたします。 

（「特にありません」との声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） はい、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） ご承認いただいたということになります。 

 

日程第７ 協議事項 

○教育長（熊谷邦千加） では日程の第７「協議事項」。 

本日は２件についてのご協議をいただきます。 

 

（１）令和５年度小学校運動会・中学校文化祭等について 

○教育長（熊谷邦千加） （１）として最初に、令和５年度小学校運動会・中学校文化祭等につ
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いて。 

福澤学校教育課長。 

◎学校教育課長（福澤好晃） 資料№１、６ページをご覧いただければと思います。 

こちらは令和５年度小学校運動会・中学校文化祭等について、参列等の依頼があった学

校についてこちらに一覧にまとめさせていただき、前回の定例教育委員会の際にも案とし

てお示しをさせていただいたものでございます。 

それぞれの参列者につきまして、教育委員・教育長・専門幹等割り振りをお願いしてご

ざいます。参列日等につきましてはご覧いただければと思いますが、一番右の欄、挨拶に

関しましては追手町小学校のみということでございますが、７ページに挨拶文の案をお作

りしております。こちらをご確認いただきまして、ご意見等ございましたらお願いできれ

ばと思います。 

また、三穂小学校につきましては、メッセージのみ希望ということでございますので、

この挨拶文に準じたメッセージをお送りする予定であります。 

よろしくお願いいたします。 

○教育長（熊谷邦千加） ただいま説明のありました内容につきまして、ご質問、ご意見ありま

したらお願いをいたします。 

（「ありません」との声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） よろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

○教育長（熊谷邦千加） ご都合をつけていただいてご出席をいただき、子どもたちの様子、先

生方の様子等をご覧いただければ大変ありがたく思います。 

 

（２）令和５年度小学校及び中学校教育課程研究協議会について 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして、協議事項の（２）令和５年度小学校及び中学校教育課程

研究協議会について。 

今井学校教育専門幹。 

◎学校教育専門幹（今井栄浩） それではお願いいたします。 

８ページからになります。 

令和５年度小学校及び中学校教育課程研究協議会の出席の計画になります。前回も見て

いただきましたが、小学校は10月 13日、中学校は９月７日になります。日程は大丈夫でし

ょうか。もう一度確認をしていただければと思います。再度調整をいたします。 
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また、飯田市は主催者になりますので、主催者の挨拶の案をつくりましたので、見てい

ただきご意見等をいただければと思います。 

中にあります丸や四角になっています学校名や指導主事の名前等は、それぞれ記入した

ものを事前にお渡ししますので、当日ご挨拶をお願いしたいと思います。 

また、10 ページから日程が出ておりますが、各学校から指導案を含め、当日の案内が一

週間前に教育委員会に届きますので併せてお送りします。そちらを見ていただいて確認し

て行っていただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○教育長（熊谷邦千加） ただいま説明のありました教育課程研究協議会について、ご質問、ご

意見ありましたらお願いをいたします。 

一応、前回申し上げました三者ということで、市教委だけではなくて県教委と校長会、

三者が共催ということで、ここ３年間は校内で授業をやるというような形になって、主要

な先生方が直接参加するっていうような形は４年ぶりということになるかと思います。 

挨拶文等についてはよろしいでしょうか。 

どうぞ、野澤委員さん。 

○教育委（野澤稔弘） 先日もお聞きしたかもしれないんですけど、途中で退出してもよろしか

ったでしょうか。 

○教育長（熊谷邦千加） そうですね。ご都合に合わせていただいて結構でございます。 

いろんな方が最初の開会式でご挨拶をいただくんですが、その後は研究主任等による研

究発表があって、そこで今度は教室に移動して研究授業があります。その後に授業研究会

っていう、その後お昼というパターンが多いかなというふうに思いますので、それでご挨

拶をしていただいた後はそれぞれのご都合に合わせて結構でございます。 

◇教育委員（野澤稔弘） 適当な区切りのところでよろしいですか。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、良いかと思います。 

◇教育委員（野澤稔弘） 承知しました。 

○教育長（熊谷邦千加） そのほかよろしいでしょうか。 

（発言する者なし） 

○教育長（熊谷邦千加） それでは開会式では挨拶がございますが、よろしくお願いをしたいと

思います。 

 

日程第８ 陳情審議 
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○教育長（熊谷邦千加） それでは日程第８、陳情審議でございますが、今回も陳情審議はござ

いません。 

 

日程第９ その他 

○教育長（熊谷邦千加） 続いて日程第９、その他。 

 

（１）教育委員報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） （１）で「教育委員報告事項」。 

それでは報告事項について、どの教育委員さんからでも結構ですが、報告事項ありまし

たらご報告いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

三浦委員さんからお願いします。 

◇教育委員（三浦弥生） お願いいたします。 

前回、定例会の日は発熱いたしまして欠席させていただいております。ご迷惑をおかけ

いたしました。 

少し前のことになりますけれども、ご報告、簡単に３点をお願いいたします。 

１つは、６月 24 日に飯田アカデミアの第 99 講座「ドキュメンタリーが記録した満州移

民」というものに学生 10 名ほどと一緒に出席をさせていただきました。 

内容は、信越放送のディレクターの手塚孝典先生のお話をお聞きしまして、ドキュメン

タリーを制作したそういった映像ですとか、そのときの思いですとか、そういったものも

ご講義いただいてといった内容になります。 

本当に満州、満蒙開拓団の方たちのご苦労といったところももちろんなんですけれども、

本当に戻ってこられて、その村自体が自決されて、自分も村の人たちを殺めるといったこ

とまでされたっていう方に対して、本当にドキュメンタリーの中で「戦争とはいえ、人を

殺すことが良いことだと思いますか」っていう、そんな質問にその帰ってこられた方が

「そう言われても答えが出てこんわ」っていうような、そういう言葉がありまして、学生

としましては「本当に戦争というものを考えさせられた」ということを言っておりました。 

学生の感想などちょっと学生とのカンファレンスをしたときには、「満蒙開拓のことを学

ぶ中で日本人が何かとか、政治とはどういうものなのかとか、新しい情報の見極め方だと

か、そういったところまで考えさせられるっていうことは、考えていなかった」っていう

ことで、「すごい衝撃と言いますか、本当にいろいろなことを、そういった講演の中で考え

た」ということで、本当に勉強させていただいたなということを感じております。 
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また「731 部隊」につきましても、私が知りうる中で学生に話をさせてもらった中で、飯

田市の平和祈念館も合わせて同じ会場でしたので、見学をさせてもらっています。 

ひと通りいろいろなものを見学させていただく中で、学生の感想としましては、「本当に

あったことを本当のことを伝えてくれていることへ感謝した」っていうことや、「ここに展

示されているものは自分たちが平和を考えていく上で必要なことであって、語ってくれる

そういった方たちに感謝をしたいんだ」っていう、そういった感想が多く聞かれまして、

そういった平和祈念館というものの置いてある意味というものを、私もですが、若い世代

の人たちもしっかりと意味や目的を理解できる、そういった展示になっているんじゃない

かなと、そんなように感じました。 

もう一つは、その次の日に行けなかったんですが、「博覧男爵を読んで田中芳男を語る」

というイベントがあったかと思います。こちら学生とも「参加したいね」と言ってたんで

すが、日程が合わずに出られませんでした。どういう内容でどんなふうに盛り上がったの

か、また図書館長さんに教えていただければと思います。 

もう１点最後です。いいだ人形劇フェスタのクロージングセレモニーに出席をさせてい

ただきました。自分の体調のこともありまして、人形劇を見には行かれなかったんですが、

クロージングセレモニーを見させていただいて、ちょうど上河内委員さんが一緒になりま

して、上河内委員のお友達の方がいらっしゃって、上河内委員が、「お疲れ様です」暑い日

でしたので、「大変だったですね」なんて声をかけられて、その方が「いえいえ、楽しかっ

たです」っていう言葉が返ってきたのが、私としては本当にとても印象的で、劇人の方で

すとか、スタッフの方ですとか、たくさんの方が集まって最後のクロージングセレモニー

の中で「楽しかった」っていう言葉、つくり上げる楽しさっていうものを、やはり飯田の

そういった人間性・文化と言いますか、何かそういったものを感じたなっていう、そんな

思いがいたしました。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） ありがとうございます。 

ほかの教育委員さんいかがでしょうか。 

上河内委員さん、お願いします。 

◇教育委員（上河内陽子） 今のクロージングセレモニーに参加した件なんですけれども、とて

も感動しました。やっぱり最後の会で人形劇の実行委員長さんが胸を詰まらせながら本当

に「今回できて良かった」というふうにおっしゃっていたのを見まして、自分も本当に感

動しました。 
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人形劇は、竹田扇之助記念館の人形劇を見せていただいたんですけれども、糸操り人形、

本当に素晴らしい、こういったものが地域にあって、それを伝えてくださっている方がい

るということに改めて非常に感銘を受けました。 

職場の方たちともしゃべりながら「子育て中に子どもたちに親子で一緒にこうやって人

形劇を楽しめている。そして楽しめたことが本当に宝物だね」って言って皆さん感動して

いて、私も子どもたちと一緒に見てきた今までの人形劇を振り返ってみても、感謝に絶え

ないところです。 

今年は本当に良かったなと思っています。スタッフの皆様、ありがとうございました。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございます。 

さらにございますか。 

北澤職務代理、お願いします。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） ちょっと内容が違いますけれど、８月４日に現職の校長先生

方と退職した校長との懇談会というのがあって、４年ぶりに開催されるということで、し

かもこの会は面白い会で、義務と高校が一堂に会して行うという会で、今回 40 名ぐらいの

方が参加されていました。出席した一番の理由は、校長先生方の生の声が聞けるというの

で、今の学校についての生の声を聞いてみたいなと思って参加をさせてもらいました。 

その中で、小学校からは、ＩＣＴ機器を活用した授業のこと。中学からは、部活動改革

と地域移行に関すること。高等学校からは、総合的な探究の時間についてどんなふうに始

めているかといったことのレポートがありました。 

小学校は、私たちが時々見させてもらっていることではあるのですけれど、鼎小の校長

先生が現場を代表した形で、今、小学校でＩＣＴがどんなことに課題を感じているか、ど

んな取組をしているかという話がありました。私たちも改めて共有しておきたい内容でも

あります。今年は目標とすると「子ども全員がクラウド上で課題等が発見できることを目

指している」と。「同時共同編集の力をそういうことで磨いていこうとしている」というの

が説明のメインでした。 

個別最適な学びの一環として、特に飯田市の場合、ＡＩドリルを導入してそれを活用し

ていること。それからデジタル教科書に関わって、英語と外国語については、授業中の 10

分間はマイトライタイムということにして、個別学習に充てていると。そんなことで、「デ

ジタル教科書をかなり活用している」という話がありました。課題としては「ここまで進

めてきた中で、教師の個人差、それから学校間の差というのが生まれてきているのも正直

なところだ」と。「これからそこをどう埋めていくかが課題だ」という小学校の話でした。 
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それから中学校は、旭ヶ丘中の校長先生から地域移行に向けての課題ということで、６

点ほどに絞って話をいただきました。 

１点目は「地域移行を推進する主体者は市教委だ」と。 

２点目として「クラブの運営の主体者が誰になっていくのか。つまり市教委が地域移行

を推進する。クラブの運営をする主体者との間の関係がどんなふうになっていくのかとい

うのが学校サイドで考える課題だ」ということでした。 

３つ目は、「移動も含めてお金が発生、費用がどうしても発生する。受益者負担というの

が原則だけれども、どの程度までの負担だったらやっていけるのかという辺りがこれから

の課題である」ということ。 

４点目は、大会参加や運営の仕方ということで、クラブチームの参加が今年から認めら

れているけれども、今まで学校の教師中心で運営していた中体連大会のあり方の見直しが

どうしても必要になってくる。要するにクラブチームも参加するということになってくる

と、学校の教員中心の運営だけではちょっと間に合わないのではないかというところで、

「これから中体連大会そのものが必要かどうかということも含めて考えていく必要がある」

ということ。 

５点目は、やっぱり指導者の確保のこと。 

６点目は、指導者の処遇ということで、「全くのボランティアというわけにはいかないの

で、学校現場で考えると最低限３時間2,700円ぐらいは指導者にお支払いすることは必要で

はないかと考えていったとき、その費用面のことをこれからどうしていったらいいか」と

いうような話でした。 

地域移行の話ばっかりが先になるのですけれども、この少子化の中でスポーツ・文化活

動の維持をどういうふうにしていくかといったようなこと。それから、地域移行していく

ことによって、学校とか自分の地元といった枠を越えた新しい人間関係が生まれて、その

スポーツや文化の新しいコミュニティができるといったような視点を持っていかないと、

ただ地域移行をどうするかといったようなところだけに限定して考えていくと、それは大

事なんだけれど、ちょっと見方が狭くなってしまうのではないか、せっかくの改革の機会

をより展望のある方向へ向けていきたいと思いながらお聞きしました。 

それから３点目は、高校で今年から本格的に始まった探究の時間についてですけれども、

飯田風越高校の場合を中心にしながら、特に普通科の探究の時間がどんなふうに取り組ま

れるかという話でした。風越高校の場合でいうと、グランドデザインの中に、「Think 

global、Act local」という名目で、地域から社会を考えるという一項目を加えて、探究の



 ‐12‐ 

時間を運営し始めたということです。一年時は単位を全く認めないというか０単位だけれ

ども、プレ探究の時間として、新聞記事等を個々がテーマを決めて集めて視野を広げる。

二年時になったら週２時間２単位、70 時間をかけて実際に探究の時間に入る。全職員が二

年生５人から８人ぐらいずつを担当して、月曜日の第６・第７校時に実施をして、三年時

には１単位、二年時でやった探究のまとめをして論文を作成して発表するといったような

３年間の枠組みで今、始めたところだと。 

その中、非常に高校側で感謝していたのは、「飯田市の公民館をはじめとして、様々な部

署の皆さんに助けていただいて、地域での活動を支えてもらっていることが、非常にあり

がたい」と、感謝をされていました。 

同様なことは、さっき教育長からもありましたけれど、７月 30 日に飯田女子高校の高校

生が中心になって始めた「学校を売ろう」、高校生による合同高校説明会を覗きに行ってき

ました。大盛況で100名くらいの中学生とその保護者が見えていて、市内５校の高校生のう

ちから 20 名くらいがそれに賛同して説明の係、スタッフを買って出てくれるというような

枠組みでやっていました。参加者が書いていってくれたアンケート用紙を全部見せてもら

ったのですけれど、非常に好評で、ほとんどの方がかなり高い評価をして、「良かった」と

いう感想を残していました。 

高校生が主体的に活動する様子が目の前で見られて、とても頼もしく感じたことと、そ

れから価値観を変える時代に入っているのだなあと帰ってきました。つまり高校生たちも、

ただ、今あるものの中から何か選ぶというのではなくて、なかったら自分たちの気に入る

ようにつくるという発想を持った若者たちが出てきているのをとても頼もしいなと思って

見させてもらいました。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） ありがとうございました。 

ほか報告事項ございますか。 

よろしいでしょうか。 

（発言する者なし） 

○教育長（熊谷邦千加） ありがとうございました。 

 

（２）教育次長報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） それでは続いて報告事項（２）番に入ってまいります。「教育次長報告

事項」。 
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◎教育次長（秦野高彦） ございません。 

 

（３）学校教育課関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして（３）「学校教育課関係報告事項」。 

今井学校教育専門幹。 

◎学校教育専門幹（今井栄浩） それでは学校訪問のまとめについてお願いをいたします。資料

の 16 ページになります。 

５月後半から７月の前半にかけて、私、それから三尾統括、それと学校教育課の係長の

３人で学校訪問をしてまいりました。そのときの様子をまとめてあります。 

まず、全体ですが、どの学校もそれぞれの課題に対して前向きに取り組んでいるという

状況です。また、コロナ以前のように、多くの学校行事が行われるようになってきており

ました。 

学力については、今年度「学力向上結いプラン」に加え、「ムトスの学び」というものを

提案して、子どもたちが主体的に学ぶ授業を目指してということでお願いしておりました。

授業改善に取り組もうと校長先生は取り組んでいただいていますが、まだまだ一斉授業も

多く課題が残っているという状況がありました。 

３のいじめ、不登校、特別支援、生徒指導等についてですが、２番目のポツですが、新

たに不登校をつくらないようにするためのスリンプルプログラム。これは週１回 10 分間程

度、ペアやグループで関わり合いを楽しみながら、自尊感情やソーシャルスキルを高める

活動になりますが、そういったものに取り組む中学校区が出てきました。 

４の小中連携・一貫教育の関係ですが、コロナ禍の３年間は職員間の交流を控えていた

中学校区も多く、まずこの４月・５月の研修会では、先生方が知り合うということを目的

に研修が行われている様子がありました。また、７月・８月の夏休みは、第２回の研修会

が各中学校で行われております。 

職員の様子等ですが、初任者は一生懸命取り組んでいる様子が感じられました。特に今

後考えなければいけないのは初任の講師について、授業力の向上に向けた取組が必要にな

るかなというふうに思います。 

６の諸表簿については、各学校、整理されておりました。 

７ですが、一番最後になりますが、来年度、校務支援システムが導入されますので、さ

らに校務の効率化ということを進めていきたいと思っております。 

また、各学校の個別の報告については、後日お配りさせていただきたいと思いますので、
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よろしくお願いします。 

以上になります。 

○教育長（熊谷邦千加） ご質問等につきましては、報告事項、これ全て終わったところでいた

だきたいと思いますので、お願いをいたします。 

引き続き、次の全国学調について。 

今井学校教育専門幹。 

◎学校教育専門幹（今井栄浩） それではよろしくお願いいたします。 

別冊子になります「全国学力・学習状況調査飯田市の「学力」結果報告（速報版）」にな

ります。 

１枚めくっていただきますと２ページのところになりますが、調査の実施状況ですが、

今年度の全国学力・学習状況調査は４月 18 日に行われ、小学校六年生が国語と算数、中学

三年生は国語・数学、それから英語が実施されましたと。 

３ページの分析と今後の取組ですが、特に校長会主導委員会（教育問題検討委員会）を

中心に分析を進めていきます。今年度は、特に学力調査のない学年もベネッセの総合学力

調査を全ての小学校二年生から五年生、それから中学一・二年生で４月から５月にかけて

実施をしました。また、リーディングスキルテストを小学校五年生全員で実施をしました

ので、それらの結果も含めまして検討し、改善に向けた取組になるように教育問題検討委

員会、それから研究主任会等で検討していく予定です。 

では、実際に結果ですが、４ページをご覧ください。今年度の学力・学習状況調査の結

果ですが、小学校六年生の国語については○、算数については少し低いということで△と

いうような結果になっております。 

めくっていただいて５ページにありますが、中学校の結果については国語・数学・英語

ともに△というような結果になってしまいました。このところは、課題が大きいと思いま

すので、今後の教育問題検討委員会でも議論しながら学力アップにつながるように検討し

ていきたいと思います。 

以上であります。 

○教育長（熊谷邦千加） 続いて、飯田市のこれからの学校のあり方審議会について。 

倉田教育企画係長。 

◎学校教育課教育企画係長（倉田 奨） よろしくお願いいたします。 

７月 27 日に第２回飯田市これからの学校のあり方審議会を開催しましたので、そのご報

告をいたします。 
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17 ページ資料№５をお開きください。第２回審議会では、保護者アンケートの結果につ

いてと学級・学校の適正規模について、特色ある学校づくり・魅力ある教育活動について

の３点につきまして、報告、説明を行った後、委員の皆様による意見交換を行いました。 

資料 21 ページをお開きください。今回の審議会で個別の説明に入る前にまず全体的な視

点から、国・県が示している学校教育の姿に触れておりまして、令和３年に中教審から示

された「2020 年代を通じて実現すべき『令和の日本型学校教育』の姿」として「個別最適

な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」を実現させ

ていくこと。また、新しい国・県の教育振興基本計画が策定されており、飯田市でも国・

県の教育振興基本計画を踏まえて、今後、第２次飯田市教育振興基本計画の後期の取組を

策定していくということを説明をしております。 

続いて、保護者アンケートについてですが、これは資料としては第１回の審議会の際に

配布したものを用いまして、特徴的な部分について説明をさせていただきました。 

続いて、学級・学校の適正規模については、資料 25 ページをお開きください。ここでは

国や県が示している学級・学校の適正規模について説明をしておりまして、法令の位置づ

けと長野県の学級編成基準や教員配当基準について説明をした後、国や県が学校・学級の

望ましい規模をどのように考えているかを説明しております。 

さらに資料30ページ以降をお開きください。資料30ページ以降の部分で飯田市の今後の

児童生徒数・学級数の減少の見込みについて改めて触れ、学校ごとの今後の学級数の見込

みと国・県の考える望ましい規模に当てはめたとき、各学校がどのような位置づけになる

のかを説明をしております。 

次に、特色ある学校づくり・魅力ある教育活動についてですが、これは資料としては第

２回審議会の際に配布をした資料と同じ令和３・４年度に実施した学校運営協議会での意

見交換で出された意見をまとめたものということになりますが、33 ページをお開きいただ

きたいと思います。中学校区ごとで出された意見の中で、特徴的な部分にアンダーライン

を引いた形で今回改めて資料としてお出しをしております。 

これらの説明の後に意見交換を行いまして、意見交換では学校の適正規模についての意

見交換がされ、「あまりに小規模過ぎる場合、同年代の友人ができない課題がある」ことで

すとか、「逆に大きすぎる場合には、目が届きにくくなるのでは」という意見。「義務教育

である以上、ある程度均一な水準の量と質の教育が必要で、そのためにはあまり規模のば

らつきがあるのは好ましくないのでは」という意見。「適正数から考えると、それよりも小

規模となってしまう地域が出ることが考えられるが、地域にとって学校が核になることも
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合わせて考えると、規模が小さくても学校の魅力を出しながら学校を運営していく必要性

もあるのでは」といった意見がありました。 

今後の審議会についてですが、第３回の審議会は９月 27 日の水曜日に開催を予定してお

ります。第３回の審議会では、飯田市の小中連携・一貫教育についての説明と坂野慎二委

員、井出隆安委員のお二人からの報告を受けまして、それらについて意見交換をするとい

った予定です。 

以上、報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

（４）生涯学習・スポーツ課関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして、「生涯学習・スポーツ課関係報告事項」。 

伊藤課長、続けてお願いします。 

◎生涯学習・スポーツ課長（伊藤 弘） それでは資料 40 ページをお願いいたします。 

飯田市の平和祈念館に関する取組について報告をさせていただきます。 

１番にございますように、１月に委員の選任についてお認めいただきました展示活用検

討委員会の第３回目の会議を７月 26 日に開催をしております。 

第２回目から「731 部隊」とはどういった部隊かっていうことで、素案を提案しながらご

意見をいただきまして、第３回目の会議においても同じように意見をいただきましたが、

概ね委員の皆さんからは「こんな内容で良いのではないか」ということで、そんな了解が

得られましたので、いただいた意見を参考にしながら若干の修正を加えて、できるだけ早

い時期に「731 部隊とは」というパネルの展示をしたいと考えております。 

おめくりいただいて 42 ページに、第３回定例会で提案をさせていたいだいた資料を付け

させていただいております。 

なかなか元々判決文が、731 部隊については、教科書裁判や国家賠償請求の裁判、２つの

裁判がありましたので、そういった裁判の判決の事実の記載をする方法が良いだろうとい

うことで、提案をさせていただきましたけれども、いくつかやはり裁判文、難しい部分が

ありますので、頭にリード文ということで判決文から言葉を持ってくるとともに、平和資

料収集委員会の皆さんがつくった原案のものも参考にながらリード文を頭に置きながら、

次には判決文をということになりますけれども、特に小学生六年生以上くらいが対象にな

るだろうということで、習っていない漢字にはルビを振ったり、言葉が難しい言葉につい

ては脚注を付けるなど修正を加えております。 

一番の下段でございますけれども、委員の皆さんからは「見学者が自分で学び取ってい
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くようなそういった展示が必要ではないか」ということで意見をいただいておりますので、

自ら問を立て探究的な学習のきっかけとしてもらいたいという、こちら側の思いを下側に

記載をしておりますし、右側に二次元コードを設置をしまして、さらにその判決文のもう

少し詳しい内容についてはそこからアクセスしていただくとその先で見れる、そんな構成

で展示をしていきたいというふうに思っております。 

資料お戻りいただきまして 40 ページをお願いいたします。祈念館の活用に向けた職員の

配置、２番でございますけれども、第１回目の検討委員会でもご意見をいただく中で、４

月から記載の３名の方を祈念館の展示案内、また資料の整理ができる職員としてお願いを

しております。 

一つが見学の対応でございますけれども、平日職員が在籍しているときには９時から４

時まで、また土日についても団体の皆さんに事前予約をいただければ対応するというよう

な体制を取っております。 

もう一つ、収集した資料の整理活用に向けまして、小学校の国語や中学校の社会科、そ

ういったところへ貸し出して活用いただけるようなということで、まだまだ未活用の資料

がたくさんありますので、その整理を進めております。 

３番は、平和を語り継ぐための学習活動でございますが、昨年度始めた高校生や若者を

対象にした講座を今年度も継続をしておりますが、８月までに４回開催をしておりまして、

合わせて 52 名が参加しております。昨年、高校生として参加した生徒の方が、高校卒業後

もユースアドバイザーということで引き続き関わっていただくような人も出てきておりま

して、41 ページ右側には今年度の４回の内容等を記載しておりますので、ご覧いただけれ

ばと思います。 

あと（２）番が、市内に残る戦争遺跡ツアーでございます。 

祈念館に展示してあるものということで、見学場所にあります４つの場所について７月

30 日に親子を対象とした遺跡ツアーを行っております。参加した理由や感想などは記載を

してありますので、またご覧いただければと思います。 

あわせまして、明日になりますけれども、今度は一般の市民の方を対象に同じコースで

開催をしていく予定でありまして、現在 14 名の方が申込みをいただいております。 

今後の取組でございますけれども、引き続き平和学習の取組、小中学校や社会教育での

活用等、そういったことを新たに配置した職員とともに進めてまいります。 

それでは資料をおめくりいただいて、43 ページをお願いいたします。こちらが下伊那校

長会で今年度中学生を対象に実施をしたアンケートでございます。内容は、部活動のこれ
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からの地域移行を踏まえて実施したものです。 

おめくりいただきまして 45 ページをお願いします。真ん中の部分でありますけれども、

「今年度、部活動に入っていますか」という問につきましては、82％の子どもが「入って

いる」ということでありますけれども、その下にありますように、運動部への加入の割合

は全国より県が低く、さらに飯田下伊那は低いというような状況でございます。 

おめくりいただいたところには、それぞれの学年別と男女別で記載をしてあります。上

のグラフをご覧いただきますと、特にこの飯田下伊那地区につきましては、中学生の女子

の運動部の加入率が低い一方で、その下の文化部への加入率は全国や県と比べても高いと

いうのがこの地域の特徴となっております。以降は、入っている理由等はまたご覧をいた

だければと思います。 

それでは続きまして 49 ページをお願いいたします。一番上の９番の問でございますが、

「近くの中学校が集まって部活動を一緒に行うことについて、どう思いますか」という問

に対しましては、63.4％の生徒が「よい」というような回答となっております。その下に

ありますけれど、「よい」と答えた主な理由は、仲間意識や人間関係の構築やほかの学校の

人と交流ができるといったように、ほかの学校の生徒と一緒にやることに対して抵抗がな

いというような結果となっております。 

続きまして、おめくりいただいて 51 ページをお願いしたいと思います。こちらが「部活

動を自分の学校の先生だけではなく、地域の指導者や各学校の先生に指導してもらうこと

について、どう思いますか」と聞いた問でございますが、約 75％の生徒が「よい」という

答えであります。それぞれどんな考え方をしているかというのは、一番下の囲みにありま

すけれども、異なる指導者や専門家からの指導を受けることは、生徒の成長や部活動のレ

ベルアップにおいて、多くのメリットをもたらすというようなそんな考え方を持った生徒

が一定数いるということが、このアンケートで確認できるということであります。 

この２つ以外の問については、またお時間のあるときにご覧をいただきたいと思います

が、まずは少し心配だったのが、いろんな学校の生徒や指導者が替わるときに生徒がどう

かという部分については肯定的に捉える割合が多いということでありますので、また飯田

市部活動地域移行に向けて協議会を開催しておりますが、令和７年度くらいには地域移行

に向けてだんだん取組を進めていくということで、来年度については少し具体的な取組を

試行しながら取り組んで行く予定でありますので、また次回くらいの教育委員会までは少

し提案をさせていただいて、ご意見をいただければというふうに思っております。こうい

ったアンケートの内容を踏まえながら、これからの取組を進めてまいります。 
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それでは次になります。資料の 55 ページをお願いいたします。 

第 39回信州飯田 60歳以上ソフトボール大会ということで、現在実行委員会で準備を進め

ておりますけれども、９月 16・17 日、２日間で市内４つの会場で開催をしてまいります。 

参加チームにつきましては、41 チームということで、昨年度より若干増えておりますが、

県外からのチームをお迎えしながら２日間の日程で開催をしてまいりますので、ご承知い

ただければと思います。 

説明は以上でございます。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ここまで内容が大変豊富なので、学校教育課関係と生涯学習・

スポーツ課関係の報告事項のところで何かご質問、ご意見がありましたら一旦ここで伺い

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

上河内委員さん。 

◇教育委員（上河内陽子） それでは、学力・学習状況調査の結果なんですが、私も中三の娘が

いるということで、親御さんからしたらいろいろ心配なことがあるかもしれません。どう

したらいいかというような、なぜ全国より平均が低いのか、それから、それをどうやって

いくのかということは、今後その検討委員会というところで話をしていただいて、その方

向性が見えてくるということで理解してよろしいのでしょうか。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、今井学校教育専門幹。 

◎学校教育専門幹（今井栄浩） そのように考えております。教育問題検討委員会、それから研

究主任会等で話をします。まずは授業改善が一番かなというふうに、子どもたちの学力を

保障していくためにどんな取組ができるかというところを検討して対応していきたいと思

っています。 

◇教育委員（上河内陽子） お願いいたします。 

○教育長（熊谷邦千加） ありがとうございます。 

さらにいかがでしょうか。 

北澤職務代理。 

◇教育長職務代理者（北澤正光） ３点あります。今、上河内委員がお話されたところ、要する

に学習状況調査のことに関わって、16 ページのところで今井専門幹から先ほど学校訪問の

まとめのお話がありました。それの四角２番のところの１つ目のポツですけれど、「授業改

善に取り組もうとしているけれど、一斉授業も多く課題が残っている」というこの一文に

関わってです。 

この部分のことと、それから学習状況調査の学力のところの結果と関連している部分が
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あるのではないかと私は思っています。また、今後この分析については、主導委員会等で

やっていってくださるということなのですけれど、算数と数学の結果などを見ると、一斉

学習と個別学習の間の質という部分があるのかなと。一斉学習だけでいってしまうと、分

かる子にとっては、結論から言うと暇。それから分からない子にとっては、分からないま

まという状況が続いてしまうのだと思います。その授業の中で個別に指導するところの時

間のその中身、質がうんと大事で、特に算数・数学についてはそこの部分が大事かなと。

つまり自力ででも理解が進めていけそうな子どもさんにとっては、全員がただ同じ問題を

解いているだけではなくて、行けるお子さんについては、さらにその一歩上の問題に挑戦

させる。片やそういうお子さんたちが一歩上の問題に挑戦している間に、自力では行かれ

ないという何人かのお子さんについて、逆に教師は徹底的に個別指導をするというような、

授業構造の枠組みをもうちょっと考え直していかないと、今までのままのような一斉指導

でやっていくと、暇になっているお子さんと分からないままでいるお子さんはやっぱり相

変わらず変わらないままというふうになってしまうので、「ムトスの学び」の話もありまし

たけれど、この辺は一番基本に座る部分だと思うので、学校現場でもここは本気で見直し

をかけてほしい。ただ、結果を見て「分析しました。こういうふうにしましょう」程度で

いってしまうと何年たってもこれは変わらない。 

結局、小学校の算数のところでみると、結果でいくと４ページの11問とか 13問ぐらいの

辺のところ、要するに中の上のお子さんたちです。全国や県より高いところにいるお子さ

んたちを、少しでも 14 問・15 問・16 問の上位に押し上げるには、さっき申し上げたよう

に、授業の枠組みの構造を変えるしかないと思うし、それから中学のところでいくと、中

のところにいる５問・６問・７問の辺ですか、この辺のところにいるお子さんたちをもう

一段上へ押し上げていくためにも、さっき申し上げたような授業の枠組みを考えていかな

いと、同じようにただ一斉指導をしているだけでは、これは変えていかれないと思います。 

参考にしていただいて、主導委員会等で分析したときに学校へ提案をしていただけると

ありがたいと思います。 

それから２点目は、学校のあり方のところの 32 ページの辺の資料ですけれど、31 ペー

ジ・32 ページのところの資料で、例えば令和 12 年度以降の推定学級数というふうになって

いるのですけれど、前々から思っていたのは、学級数でこれから先のことを出していって

も単級となっているだけで学級数は変わらない。そうすると、本当に深刻さが分かるデー

タにはならない。例えば 32 ページの下のところは、学級数のところに加えて推定生徒数、

今、分かる範囲の中での子どもの数もここのところに加わらないと、本当の意味での深刻
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さが伝わってこないのではないかというふうに思います。 

39 ページに乳幼児の数が出ているので、この子たちがそのままそっくりその学区の学校

へ進学するかどうかは分からないですけれど、推定なので、ここのところの数を集計して

いきながら、例えば令和 12 年以降、こんな人数になっていきますというのは学校ごとに出

せると思うので、それが加わると、多分審議会の委員さんたちも本当に深刻に考えていけ

るのではないか。学級数だけでいったら変化が見えにくい。６学級も５学級もそのままだ

し、単級になっていくだけで、３学級は３学級のままずっといくことは変わらない。そう

いうことを思いました。 

最後は、40 ページから 42 ページにかけての平和祈念館のことです。 

新聞等でも折々に特集をされてきてますし、検討委員の皆さんにも本当に真剣に議論し

ていただいてここまで進めてきていただいた。42 ページにあるようなパネルの案で今、進

んでいるというふうにお伺いをしました。公立の施設であるので、判断が難しいところの

検討もあったかと思うのですけれど、着実にこういうふうに進めてきていただいて展示を

するという、そんな流れになってきたことをありがたいというふうに思います。 

今後も、それぞれのお立場やお考えでご意見があろうかというふうに思うのですけれど、

それを常に真っ正面から受け止めて、こういうふうに進めてきてもらっていることはとて

もありがたいと思います。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） ありがとうございました。 

三浦委員さん、お願いします。 

◇教育委員（三浦弥生） ２点お願いいたします。 

１つは全国学力・学習状況調査ということでご説明をいただきました。 

私も、こういったデータをいただいたときに、やはり平均点に目が行きがちですけれど

も、先ほど職務代理者から話がありました。聞いていて、ああ、なるほどと思ったんです

けれども、やはりこのグラフは平均というよりはできる子、そしてできない子が分かると

いったところで、できる子が暇に思ってしまう、できない子が分からないとなると、でき

る子にとっても、できない子にとっても両方とも勉強がつまらないということになってし

まうと、やはり学校がつまらない。不登校なんかにもつながっちゃうんだろうかなって少

し考えるところがありました。やはりできる子もできない子もと言いますか、誰にとって

も学習が楽しいといった形のものを先生方にご苦労いただいて、そういった授業をつくっ

ていただく、そういった資料の１つにしていただけたらありがたいなと感じた次第です。 
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もう１つは、先ほど教育委員の報告事項というところでも申し上げたところではありま

すけれども、飯田市の平和祈念館の取組についてです。 

42 ページに 731 部隊についての展示というところでちょっと見せていただいております。

先ほども自分の学生と一緒に見学させてもらったときに、私のレベルでの事前の話を少し

した上で見学しましたということで、やはり事前に少しでも知識があると、あそこの展示

のところで足が止まって胸を打たれる。やはり平和について考えさせられる。ほかの展示

物も見る中で様々な感想を持つといったところがありました。 

様々な情報を自分たちで捉えてしまおうと思うと、様々な情報の見極めといったところ

では、難しいところも、正しい情報も、そうでないものいろいろあるかと思います。委員

会を通して、こういったものをきちんとパネルとして準備いただくといったところが、私

たちもそうですけれども、若い世代の人たちが平和を考えていくところの第一歩になるの

かなと思って、またありがたいなというところを感じました。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） ありがとうございます。 

野澤委員さん、お願いします。 

◇教育委員（野澤稔弘） 全国学力・学習状況調査なんですけれども、このグラフの形というの

が、先ほどの協議会のときの説明では英語に関しては求めているものが非常に高度という

か、難しいところを求めているからこういう形になっちゃっているということでした。そ

ういうふうに考えると、裏返すと、国語はそんなに高いことを求めてないんだねとか、数

学は平均的だねとかっていうふうに考えると、何を求めているんだろうってすごく疑問に

思います。 

私、全然英語できるとか全然言いませんし、そんな流暢でもないし、でも、普通にビジ

ネスで困ることはあまりないです。単語を並べるだけ。多分、英語のテストなんか受けた

ら０点ですよね。ですけど、仕事するにはそんなに困らないレベルなんです。 

そのレベルで良いんじゃないですかっていう話なんですよね。ちょっと挨拶できて、お

客さんと相手とちょっと交渉できるくらいのレベルであれば良いんじゃないかと思うんで

す。 

ビジネスであれば、なおさら専門用語さえ知っていれば通じるっていうこともよくある

話なので、なんか学者をつくりたいんでしょうね。先ほどの話を伺っていると、もうすご

く偉い大学の先生のそのさらに上をいくような学者をつくりたいのかなと思ってしまうん

ですけど、そんな必要もないような気もします。特に第二外国語、第三外国語はそういう
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ふうで良いんじゃないかなと思います。 

もう１点ですけど、そういう中でちょっと私のところに先日、幼児教育に関する学校を

出た上越の大学生が入社のために面接に来たんですけれども、幼児教育学科を出ているの

で、「先生になるんじゃないの」って話を聞いたら、中国の方なんですね。皆さん多分ご存

知だと思うんですけど、なれないですよ。日本人はそこを出ると免許もらえるけど、外国

人はそこを同じカリキュラムをやってももらえないんですよ。「多分もらえない」って言っ

てました。「え、そうなの」って言ったら「いや、もらえないんです」って。「そうなんだ。

じゃあ、どうするの」ってうちみたいなところに面接に来たんですけれど。 

なんかその辺どうなっているのかなと思って。もっと外国人の先生を増やしても良いん

じゃないかなと実は思ってます。こういう英語の教育だとか言葉の教育って、ＡＬＴの方

がいらっしゃるのはそれは素晴らしいところなんですけど、もうその方が担任の先生やっ

ても良いんじゃないですか。そんなことも、こういうのを見ていると、なんとなくテスト

をつくる側の恣意的なグラフの形になっているっていう感じがして、それはどうなんだろ

うかなって思ってしまいました。 

それから、学校のあり方の審議会も、非常にこれはセンシティブな問題で、いろいろ地

域感情だとか学校に対する思い入れだとかたくさんあると思います。なので、たくさん議

論しなきゃいけない大きな課題かなというふうに思ってます。 

ですが、いずれにしても、どこかでやっぱり学校を閉鎖したり、廃校にしたりというこ

とを決めざるを得ない時期が必ずやってくるということがありますので、なんかそういう

こともある程度シミュレーションをしていく必要もあるのかなというふうに思います。そ

うしないと先へ進めない。これはどこかでやっぱり冷徹な判断をせざるを得ないといった

ところは避けて通れない話であって、この子どもたちの数の減り方のこのグラフを見ると、

それはもうそんなに先延ばしはできないのじゃないかなというふうに感じている次第です。 

最後に、学校訪問のまとめの中に、初任講師さんの授業力向上に向けた取組の必要性、

これ非常に重要だと思います。私どもの会社でも、やっぱり新入社員が入ってきたらその

新入社員に対してどうやって教育していくのって非常に大切な要素で、それがうまく機能

しないと潰れるか辞めるかどちらかになってしまうというのが今の実態ですので、なかな

かここのところは先生というのはやっぱりＯＪＴが非常に要素が強いかなと思ってすごく

難しい課題かなと思いますけども、何かしらやっぱりこれから考えていく必要が出てくる

かなと思います。 

以上です。 
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○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

どうぞ、上河内委員。 

◇教育委員（上河内陽子） すみません、２つ、言い忘れました。 

平和祈念館の取組なんですけれども、いろいろ検討が進められている中で、私が本当に

これは素敵だなと思ったのは、ピースゼミというので、若者たちを対象にしてゼミの運営

に関わってくださっている方がいるということです。 

飯田市には、本当に豊かな資料がいっぱいあると思います。歴史の史料もそうですし、

平和祈念館にも多くの資料があると思います。それは本当に日常使っていたものから手紙

とか、教科書とか、いろんなものがあると思います。そういった生の資料を見ることって

いうのが、すごく若者にとって衝撃になるんじゃないかなと常々思っています。 

というのは、私自身が地域の歴史を全く知らなかったんだけれども、きっかけがあって

戦争中の手紙を読んだことからそれに衝撃を受けて、非常にその時代の人たちのことを考

えられるようになったという経験から、飯田も本当に豊かな資料があることを知りました

し、そういったものを実際に手に取って感じてもらえるような機会が今後また若者たちに

あると良いなと。あの時代に同じように生きていた同じ人々が、こんなふうだったんだな

っていうことを本当に身近に感じられるようになるんじゃないかなというふうに感じまし

た。それがその祈念館の活動のテーマの一つになっていくと素晴らしいなと思います。 

あともう１つ、ちょっと気になったのは、中学生の女子の部活加入率がすごく低いとい

うことです。全国からしたら３分の１、県からしても２分の１というのは、少し寂しいと

いうか大変心配というか、やっぱりこの時期、体をつくってほしい時期なので、何か運動

に関わってほしいと。 

うちの娘も部活動には入っていないけれども、ダンスをやっています。週１回なんです

けれど、週２回３回とやる子もいるんですが、見るともう女子ばっかりです。バレエをち

ょっと習った時期もあったんですが、それも女子ばっかりです。 

やっぱり見てみますと、この 53 ページの部活動のアンケート、これは答えになるんでし

ょうか。ダンス部、弓道部など新しい部活動の創設希望があったということなのかなと思

うんですが、そういったもしかしたらダンスなど女子が好きなスポーツっていうのがある

と思うので、今後そういうのも検討に入ってくると盛り上がるかもしれないなんていうふ

うに感じました。 

すみません、以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） ありがとうございます。 
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バレエは踊るバレエのこと。 

◇教育委員（上河内陽子） バレエ、そうです。女子が本当多いです。 

○教育長（熊谷邦千加） ありがとうございました。 

それでは引き続き報告事項を続けて、もし言い逃したことがあれば最後のところでまた

お話いただければと思います。 

 

（５）文化財保護活用課関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） それでは（５）番、「文化財保護活用課関係報告事項」。 

宮下課長。 

◎文化財保護活用課長兼考古博物館長（宮下利彦） 前回の定例会でもご報告させてもらいまし

たが、県天然記念物「川路のネズミサシ」の経過を報告させていただきます。 

前回、台風シーズン前、お盆前には伐採するご説明を申し上げましたが、７月 31 日に伐

採の工事に着手をしまして、翌日８月１日に伐採をいたしまして、現在、川路駅近くの県

道沿いの土地に仮置きをしております。 

伐採後に現地に残りました幹には、直径70、80センチの大きさ、根元に向かい約１.４メ

ートルの空洞がある状態で、落ちることがないように対策をとったところでございます。 

現在、伐採をした樹木や跡地の活用方法について、地域の皆さん方と検討を始めたとこ

ろでございます。 

報告は以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい。 

 

（６）公民館関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして「公民館関係報告事項」。 

◎市公民館副館長（上沼昭彦） 今回、特にございません。 

○教育長（熊谷邦千加） はい。 

 

（７）文化会館関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） （７）番に入ります。「文化会館関係報告事項」。 

下井館長。お願いします。 

◎文化会館館長（下井善彦） それでは資料№９、56 ページをご覧いただきたいと思います。 

いいだ人形劇フェスタ 2023 でございますが、４年ぶりの通常開催ということでございま
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した。教育委員の皆さんには、先ほどもお話いただきましたけれども、セレモニー等にも

出席をいただいております。ありがとうございました。 

資料にあります数字につきましては、ご覧いただきたいなというふうに思いますが、４

年ぶりということもあり心配されたんですが、まずまずの集まりだったかなと思います。 

観劇の参加劇団について、ここで令和元年というのは通常開催の年というふうにお考え

いただきたいんですけども、比較して少し減ったかなというふうに思いますけれども、市

内の小中学校については、まずまず例年並みの参加があったということになります。この

間、中止であったり限定開催であったりっていうようなことでありますけれども、公民館

を中心に小中学校の発表の機会というのを設けていただいたことがプラスになったのかな

というふうに思っております。 

大きな４番の「振り返り」ということでいくつか特徴的なことを書いてございます。先

ほどもご紹介いただきましたけれども、今回海外としては韓国、それから台湾の劇団が来

ております。 

それから２つ目にありますが、中央公園でセントラルパークということで野外公演をや

っておりましたが、非常に暑いということで、もう危険なレベルということでございます

ので、一応今回で最後というような形にさせていただいております。ただ、今までのセン

トラルパークの機能としては、今度別の場所でやりたいなというふうに今のところ考えて

おります。 

それからサポートスタッフにつきましても、なかなか人が集まらないという悩みがござ

いますけれども、今回劇人に対してぜひ支援してくれということで少し声がけをしたとこ

ろ、まだ数は少ないんですけれども、３劇団５人の方のサポートがあったということでご

報告をさせていただきます。 

それから次にまいります。飯田文化会館のニュースレターということで別紙で用意させ

ていただいております。ボリュームの６ということで、新しい文化会館の検討の経過を報

告するということでございます。 

開いていただいて見開きになっておりますけれども、７月７日に第７回の整備検討委員

会ということでございました。これにつきましては今現在、基本理念が仮という形ですけ

れども、大分固まってきたということで、次の段階は基本構想をつくっていくということ

になります。基本構想をつくるために、理念から構想へということで、委員会の皆さんに

ワークショップを開いていただいて検討いただきました。必要な機能とか空間っていうよ

うなイメージでそのご意見をいただいております。時間の関係でご紹介は省略させていた
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だきますので、またご覧ください。 

それから続いて文化の秋ということになります。コンサートのご案内を２つ用意させて

いただきました。 

赤茶色のチラシがありますけれども、「コンサート ア・ラ・カルト」でございます。「秋

の彩」ということで９月 17 日にコンサートを予定しております。 

それからもう１つですが、「第20回萩元晴彦ホームタウンコンサート」ということで毎年

やっているんですが、ちょうどここ３年くらいが中止ということでございましたので４年

ぶりの開催ということになるわけです。こちらも、ぜひご参加いただけるとうれしく思い

ます。 

よろしくお願いします。以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございました。 

 

（８）図書館関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして（８）番、「図書館関係報告事項」。 

瀧本館長、お願いします。 

◎中央図書館長（瀧本明子） お願いします。 

図書館からは、駅前図書館で行います読書推進のための行事を２件お知らせさせていた

だきます。 

緑色のチラシをお配りしてあります。１つ目が「ビブリオバトル」ということで、本日

の５時から６時までムトスぷらざのフリースペースで行う予定になっています。 

ビブリオバトルというのは、中学校や高校の図書館等では時々行われておりますけれど

も、ほかの人に読んでもらいたいとか、紹介したいという本を持ち寄りまして、一人５分

間から 10 分くらいの紹介を行って、参加者同士で質問をしたり感想を言い合ったりして、

最後には読みたいと思った人が一番多い本をチャンプ本として決めるというものです。 

本日、申込みの方が、朝の時点で８名ということでしたが、その皆さんが本を持ち寄っ

て紹介をしあうということになっています。見学もできるようになっております。 

裏面をご覧いただきまして、こちらは「積ん読書会」でございまして、「積ん読」といっ

て読みたいと思いながら読めずに本を積んでおくこととか、途中で挫折してしまったとい

うことがあるかと思いますけれども、今回はそういう本を持ち寄って、どうして「積ん読」

になってしまったかとか、ここのところで挫折してしまったということを話し合って、読

む機会にしたいというものを行います。「積ん読本」で紹介したい本を持ち寄っていただい
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た中の一部を、参加者全員で読んでみる、一人では読めなかったものをみんなで読んでみ

ましょうという会です。 

こちらが９月１日の金曜日の夕方を予定しています。一般の方も参加ができるというこ

とで、この２件につきましては、ムトスぷらざのフリースペースで行いますので、参加し

ていない方でも周りにいる皆さんが聞いていただいて、その本を読んでみたいなというふ

うに思ってもらえるとよいと思っています。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） はい。 

 

（９）美術博物館関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） （９）番、「美術博物館関係報告事項」。 

牧内副館長、全部まとめてお願いします。 

◎美術博物館副館長兼歴史研究所副所長（牧内 功） お願いします。 

それでは、美術博物館から３件報告をさせていただきます。 

令和５年度美術博物館の工事休館の周知につきましては、資料№10、レジュメ 57 ページ

をご覧ください。 

今年度の美術博物館は、教育委員会施設等総合管理計画に基づきまして、ロビー天井の

耐震工事を行います。この工事に併せまして、ロビー・展示室・吹き抜け・プラネタリウ

ム・市民ギャラリーの照明器機及び非常用灯のＬＥＤ化改修工事を行うため、10 月 16 日か

ら来年の３月８日まで約５カ月間休館をさせていただきます。開館以来、ここまで長い休

館はございませんので、多くの皆さんにご迷惑をおかけしますので、休館の周知に今、努

めている最中でございます。 

資料に記載のとおり、市民向けには年度初めに全戸と小中学校に年間スケジュールを配

布したほか、ホームページへの掲載を行っております。休館が近づいてまいりましたので、

９月１日の広報「いいだ」に「美術博物館工事休館について」ということでお知らせ記事

として掲載し、同日号の美術博物館の事業案内ページ内にも休館の開始について掲載をい

たします。10 月１日にも、美術博物館の事業案内ページ内に再度掲載の予定でございます。 

団体で観覧のご利用いただきます学校や保育園等への周知につきましては、市内の小中

学校につきましては、年度末に開催しました校長会・教頭会で説明をしております。下伊

那郡内の小中学校・飯田養護学校及び市内の保育園・幼稚園・認定こども園につきまして

は、５月 19 日に学校長・園長宛に通知と年間スケジュールの送付をしております。そのほ
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か、個人や機関への周知につきましては、昨年度美術博物館に使用許可等を出された方に

つきましては８月上旬までに個別に電話連絡等を行っております。 

今後、柳田館につきましても、改修工事を計画しておりまして、隣接する長姫神社とか

美術博物館があります橋南地区のまちづくり委員会に対しましても、工事について周知し

てまいりたいと思っております。 

続きまして９月の「びはくにゅーす」をご覧いただきたいと思います。 

ピンクの紙になりますが、９月予定しております美術博物館主催事業を掲載しておりま

す。 

主なところでは、９月16日から９月 22日までの一週間を「春草ウィーク」と位置づけま

して、この期間は観覧料を無料としております。この期間に合わせまして、プラネタリウ

ムでは菱田春草のオリジナル番組を投影しまして、学芸員がプラネタリウムで解説を行い

ます。同じく春草ウィークと時期が重なります９月９日から10月 15日までの菱田春草の常

設展示は、名品と言われます菊慈童、春秋などを展示いたします。プラネタリウムは、９

月１日から秋の番組が始まる予定でございます。 

裏面は、各分野の講座の案内を記載しておりますので、時間がありましたらご覧いただ

きたいと思います。 

続きまして、もう１つチラシをお配りしておりますが、「藤本四八記念小中高校生写真賞」

についてご説明をいたします。 

今回、チラシをご覧いただきたいと思いますが、この事業につきましては、平成９年か

ら開始しました飯田市藤本四八写真文化賞に付随した小中高校生の部として平成 19 年に開

始されまして、平成 22 年度に独立しまして毎年開催ということに移行しておりまして、平

成 29 年度から現在の藤本四八記念小中高校生写真賞としております。 

今年度、夏休みが明けましたので、児童や生徒に配れるよう、飯田下伊那郡内の小・

中・高校にこのチラシを配布しておりまして、９月 23 日から 11 月 23 日の締切りまで２カ

月間作品を募集しております。締切り後12月 14日に審査会を行いまして、藤本四八記念賞

ほか、協賛いただいておりますしんきん大賞、あと選考委員であります水谷隼人特別賞、

飯田市教育長賞、飯田市美術博物館長賞ということで、小学校・中学校・高校それぞれの

部門に合わせまして全部で13人の入賞者を決定しまして、審査結果を12月の下旬には連絡

をする予定でございます。 

先ほど申しましたとおり、今年度、美術博物館が工事休館になりますので、１月 21 日に

ムトスぷらざの３階の大会議室を使いまして表彰式を行い、前日の１月 20 日から２月２日
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までムトスぷらざの２階で展示し、その後２月13日から２月 22日まで協賛いただいている

飯田信用金庫の本店ロビーで展示で、美術博物館の工事が終了しました３月９日から３月

24 日まで美術博物館のロビーで展示ということで、今年は３カ所で展示をする予定でござ

います。 

以上でございます。 

○教育長（熊谷邦千加） はい。 

 

（10）歴史研究所関係報告事項 

○教育長（熊谷邦千加） 続きまして「歴史研究所関係報告事項」。 

牧内副所長、お願いします。 

◎美術博物館副館長兼歴史研究所副所長（牧内 功） お配りしました歴研ニュースの８月１日

号、125 号をご覧いただきたいと思います。 

表紙につきましては、今年の地域史研究集会について記載しておりますが、先月の定例

会チラシでご説明しましたので省略をさせていただきます。 

開いた２ページですが、今年度７月１日から採用しました岩田、伊藤の２名の研究員の

挨拶を掲載させていただいております。 

３ページは、今年度設立 20 周年を迎えますので、リレーエッセイということで、今まで

在任された職員の方のエッセイを載せております。 

あと９月 30 日開催予定の地域史講座について掲載しております。 

最終ページの上段でございますが、８月 29 日から 10 月 15 日まで歴史研究所と美術博物

館の共催で行いますトピック展示、「飯田歌舞伎座、明治飯田を彩った芝居と相撲の殿堂」

につきまして展示に関する内容と展示に合わせて 10 月１日に開催します文化講座について

掲載しております。 

下段につきましては、定例研究会、歴研ゼミの開催日時について掲載しております。 

時間があるときにまたお目通しいただければと思います。 

以上でございます。 

○教育長（熊谷邦千加） 以上、文化財保護活用課から公民館、文化会館、図書館、美博、そし

て歴史研究所と報告をいただきましたが、ご質問意見等ありましたらお願いいたします。 

瀧本館長。 

◎中央図書館長（瀧本明子） 申し訳ありません。 

先ほど三浦教育委員からの報告のところで「博覧男爵の読書会の様子を聞きたい」とい
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うご依頼がありましたので、簡単にご報告をさせていただきます。 

参加者は７名ほどでありましたけれども、特に田中芳男について詳しく知っていらっし

ゃる方もご参加になり、あまり知らない方もご参加になり、「この本を読んだことで田中芳

男の一生を知ることができた」、「一部分については知っていたけれども、詳しくどういう

ふうに生きてきたとかを知ることができた」という声が多かったです。その中で「今、当

たり前に食べられるリンゴを殖産興業ということで取り組んだのが田中芳男であるとか、

博物館、動物園、図書館というものを一帯として考えるというところは、田中芳男があっ

て今の上野公園があるんだというようなことを初めて知ってとても驚いた」というような

声など、具体的にいろんな声が上がりました。 

特に図書館の職員よりも資料を読み込んでいて、ほかの資料を紹介してくださった方も

いましたので、非常に盛り上がりまして、予定の時間を 30 分ほどオーバーしながら図書館

の資料を見ながら良い会が行うことができました。 

ありがとうございました。 

○教育長（熊谷邦千加） 三浦委員。 

◇教育委員（三浦弥生） ありがとうございました。 

○教育長（熊谷邦千加） その他に関わって報告事項についていかがでしょうか。 

野澤委員さん。 

◇教育委員（野澤稔弘） すみません、先日、三遠南信教育サミットで文化会館を使わせていた

だいたときに感じたんですけど、この文化会館の整備計画が始まったきっかけを教えてほ

しいんです。なぜ、新しい文化会館にしなきゃいけないのかということをわかっていない

なと思いまして、教えていただきたいんですけど。 

○教育長（熊谷邦千加） 下井館長。 

◎文化会館館長（下井善彦） 文化会館、今年で 51 歳っていうことになります。 

建物の老朽化が進んでおるのもあるんですけど、耐震化を行いまして、それで今、耐震

の補強の工事をしたんですけど、それは恒久的にというよりはある意味、応急措置的なと

ころが強いので、やはり施設的にも老朽化する。ということは逆に言うと、もう 50 年前の

施設ですので、今のいろんな舞台と言いますか、そういうものに対しては対応できない部

分も大きくなってきているので、建て替えたいということでございます。 

◇教育委員（野澤稔弘） ありがとうございました。 

この間、久しぶりに中へ入ってもったいないなと思ったので。 

それから、すごくこの図書館の書評を持ち寄るというのはすごく良いことだと思ってま
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して、書評ってすごく難しくて、ネタバレするようなことは言ってはいけないけど、でも

読んでもらうようにプロモーションするという、この書評って本を読んで、それからプロ

モーションするという、そういう語り部っていう意味ではすごく良い勉強の素材なんじゃ

ないかなというふうに感じていますので、何か普通の学校の場でもこういう書評なんかや

っても面白いかなと思いました。 

それから「積ん読書会」ですね。うちを見たんですかっていうような感じの。私、実は

トイレを書斎にしてまして、いつもかみさんに「ここはトイレだよ」っていうぐらい本が

積んであるっていう状態で読んでいるので、これはかみさんには見せられないな。 

でも、すごくよく分かるんですね。途中まで読んで止めちゃった本はたくさんあって、

全く１ページも進んでないような本もたくさんあるんですけど、そういうきっかけになる

というのはすごく良い催しだなと思っています。ちょっと１日は参加できないですけど、

楽しい機会を聞いてワクワクしました。ありがとうございました。 

○教育長（熊谷邦千加） 瀧本館長。 

◎中央図書館長（瀧本明子） ビブリオバトルについては、学校ではいくつかもう既に取組とし

ているところがありまして、中学校とか高校とかがやっております。 

ただ、一般の方も参加しての飯田下伊那での開催というのは今回が初めてです。 

いろいろありがとうございます。 

○教育長（熊谷邦千加） 三浦委員さん。 

◇教育委員（三浦弥生） すみません、今、ビブリオバトル、学校でぜひと思ったらやっていら

っしゃるっていうようなお話でしたので。実は短大でもコロナ前にイベントでやったこと

がありまして、学生と、あと教員も戦うといいますか、参加させていただきまして。 

どういったものなんだろうと思ったら、本人たちも周りもとても盛り上がって、本に興

味を持つといったところでは本当に楽しいものなんだな、面白いものなんだなっていうこ

とを思っておりました。 

ぜひ、小中高いろいろなところで、その発達段階に合わせてやっていただけたら本に興

味を持つきっかけになるのかななんて少し思いました。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） よろしいでしょうか。 

◎中央図書館長（瀧本明子） はい、ありがとうございます。 

○教育長（熊谷邦千加） さらにほかにございますか。 

（発言する者なし） 



 ‐33‐ 

○教育長（熊谷邦千加） よろしいですかね。ありがとうございました。 

 

（11）今後の日程について 

○教育長（熊谷邦千加） それでは（11）今後の日程について。 

櫻井課長補佐。 

◎学校教育課長補佐兼総務係長（櫻井英人） それでは次第の３ページ（11）をお願いします。 

今後の日程につきましては、記載のとおりでございます。 

９月の定例会が、９月 19 日火曜日の３時からでございますのでお願いします。 

また、次の飯田市校長会と小中学校長面談につきましては、教育長職務代理のご出席を

お願いしたいと思います。 

また、一番下に記載しましたが、11 月８日に飯伊市町村教育委員会連絡協議会の秋季研

修会が売木村で行われますので、ご予定をお願いしたいと思います。 

以上です。 

○教育長（熊谷邦千加） 本日予定されました議案等は、これで全てとなりますけれども、よろ

しいでしょうか。 

（発言する者なし） 

○教育長（熊谷邦千加） はい、ありがとうございます。 

 

日程第１０ 閉 会 

○教育長（熊谷邦千加） では日程第 10、閉会。 

以上をもちまして８月定例会を終了といたします。 

ありがとうございました。 

 

閉  会  午後 ４時３６分 


